


435

440

N

猪移り遺跡　A区
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炭焼窯

　猪移り遺跡の所在する豊田市下山田代地区は、市域北東部の丘陵地帯にあります。 遺跡は下山地区を
流れる郡界川の支流のひとつ、沖川の東岸にあたる標高430m前後の丘陵上に立地します。これまでに
A,B,C区の調査を行い、縄文時代草創期、早期、中期後半～後期前半、そして平安時代を中心とした遺跡
であることがわかってきました。
　遺物が多く出土したのはA区、B区です。現在は道路によって区切られていますが、もとはひと続きの丘
陵でした。 縄文時代には尾根上のやや北寄りの平坦な場所を利用していたようで、土坑のほか石器をつく
る際にできる微小な剥片（チップ）の広がりが確認されました。 すぐ北側の斜面の凹みや谷の埋土には、有
舌尖頭器（草創期）、石鏃、石匙、剥片石器、磨石・敲石、凹み石、石皿等の石器や各時期の縄文土器小片が
混じり、竪穴住居のような明確な施設は見つかりませんでしたが、この付近で石器の製作やドングリ類の
加工が行なわれていたのではと考えています。 またB区南側斜面からは平安時代の灰釉陶器の碗・皿が出
土しました。
　C区では石鏃、縄文土器、山茶碗、近世・近代陶磁器片、鉄滓が出土しました。
　そのほかA,B,C区で近代～現代の炭焼窯跡が確認されています。
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猪移り遺跡
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017SK 完掘状況

015SK

022SK

021SK

022SK上層（縄文早期土器）

022SK下層（焼石と石器剥片）
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